台湾出兵の終幕 : 大久保利通と西郷従道の帰国を中心として by 後藤 新























































を高めていた旧薩摩藩士族 外征に参加させるため実施された。しかし、欧米の外交官たちが台湾蕃地への清の領有権を認め政府へ抗議したことから、台湾出兵は清との外交問題に発展する。全権弁理大臣に就任した大久保利通は北京で談判を開始するが非常に難航し、一時 談判 決裂（すなわち開戦）を覚悟する。国内では開戦準備が進められ、各地の士族から従軍願が数多く届けられた。しかし、英国公使ウェードの仲介もあって和議が成立した。　



































































については福原らから聞くよう伝えた。また、大久保自身は厦門と台湾蕃地を巡ってから帰国することも知らせた。これは、後述するように、和議の成立を台湾蕃地事務都督西郷従道が承諾するか不安に思っていたためである。大久保 翌八日朝にも電報をおくり、条款の詳細について 帰国し復命し 後に布告することと、清に配慮し「償金」という言葉を使わない 求め　
随行官員のうち、ボアソナードをはじめ田辺・高崎・吉原・池田・名村・井上・荻原の八名を上海から一足






























































































































































」 、さらに中島の報告書（以下、 「報告書」 ）と式部寮の提出した





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（）　「明治七年十一月五日付大臣参議宛大久保利通書簡」 （ 『大久保利通文書』六、マツノ書店、二〇〇五、一七一頁） 。
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かかった費用は料理（五五人前）が一二三円七 銭、 サンバンブドウ酒」 （二五本） 二四円三銭二厘であった
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鑑抜粋」一三、国立公文書館蔵） 。また、たとえば日清戦争においては「帰国した軍隊を迎えて、全国で凱旋祝賀行事と戦没者を追悼する招魂祭が行われた」 （大谷正『日清戦争』中公新書、二〇一四、一九五頁）が 台湾出兵では後述する長崎の梅香崎の慰霊祭をのぞき、各地域でそのような行事はおこなわれなかったようである。
（
（（）　
前掲「処蕃類纂」電報往復件六。
（
（0）　
同第三三巻。
（
（1）　
前掲「処蕃始末」第八八冊。
（
（2）　
同第八九冊。
（
（3）　
同第八八冊。
（
（（）　
同第九一冊。
（
（（）　
同拾遺之四。
（
（（）　
同第八一冊。
（
（（）　
同第八四冊。
（
（（）　
同第八七冊。
（
（（）　
同右。
（
100）　
前掲「公文録」明治七年、 一三巻 以下、凱旋式の準備についてとくに注のない場合は、全て同史料による。
（
101）　
同第九四巻。
（
102）　
なお、海軍省は二十三日、 「西郷従道儀ハ陸軍中将ニ付祝砲十三発相当ニ候ヘ共都督タルヲ以テ二発ヲ加ヘ都合十
五発横浜碇泊ノ軍艦ニ於テ施行可仕候」 （ 「太政類典草稿」台湾一、国立公文書館蔵）と政府へ届け出ている。
（
103）　
前掲「公文録」明治七年、 二五四巻。
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同右。
（
10（）　
前掲「処蕃始末」第九二冊。
（
10（）　
同右。
（
10（）　
ただし、同日付の『東京日日新聞』では、 「全体欧州の風俗ならば如此き国威を全ふしたる凱旋にハ『フーラー』
の祝声を到る処々とに幾回ともなく繰返して唱ふべき処なれども我国にハ流行せぬ故に我輩ハ只々諸人のすうる通りに脱帽して礼したるのミなりき」とも記しており、とくに歓声な はおきなかったようである。
（
10（）　
前掲「処蕃始末」第九二冊。
（
10（）　
前掲「公文録」明治七年・第一七巻。
（
110）　
前掲「処蕃始末」第九二冊。なお、前掲「儀式録」六によると当初、参内者は「派出ノ官員」とされていたが、赤
字で「参軍参謀等」と修正されており、また、二十七日の時点で坊城は、川崎ではなく福島へ参内を問い合わせようとしていた。また、前掲『明治天皇紀』三では、福島が出席し谷が欠席となっている（三六五頁） 。
（
111）　
前掲「公文録」明治七年・第一七巻。なお、西郷らの「賜物」は前掲「処蕃始末」第一〇〇冊による。
（
112）　
前掲「処蕃類纂」雑件三。
（
113）　
同官署往復件一二。
（
11（）　
前掲「処蕃始末」第一〇〇冊。以下、二月二十日の参内についてとくに注のない場合は、全て同史料による。
（
11（）　
前掲「勅語録」外部下稿本
（
11（）　
前掲『明治天皇紀』三、四〇 頁。なお、今井昭彦は「対外戦争 おける戦死者は…日清・日露戦役以来、靖国神
社や護国神社に祀られ、国家による祭祀の対象となった」 （ 『近代日本と戦死者祭祀』東洋書林、二〇〇五、一一頁）と述べているが、本稿で明らかにしたように台湾出兵も祭祀の対象となっている。
（
11（）　
明治八年二月二十五日付『東京日日新聞』
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1（（
（11（）　
前掲『明治天皇紀』三、四一五頁。
（
11（）　「勅語録附録」賜賞吊祭部稿本、国立公文書館蔵。
（
120）　
同右。
（
121）　
前掲「太政類典」雑部、第二〇巻。
（
122）　
前掲「勅語録附録」賜賞吊祭部稿本。
（
123）　「叙位裁可書」昭和五年・叙位巻二四、国立公文書館蔵。なお、同書では勅語をもらった理由を「両役ノ功」として、佐賀の乱と台湾出兵の両方の功のためとしているが、本稿で述べたようにそれは誤りである。
（
12（）　
陸奥宗光『蹇蹇録』岩波文庫、一九四一、一四五頁。
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